
 

資料２ 

 

明治用水頭首工復旧対策検討委員会 前回の内容と今回の目的 

 

 第１回（令和４年６月２日）の内容  

漏水発生のメカニズムと原因の分析、本復旧に係る対策工法の検討

のため、 

○水みち等の位置や範囲を確認することが重要 

○出水期でできること、非出水期でできることを分けて、優先順位を

つけて、調査と対策を計画すべき 

○対策の検討のため、関係機関と連携し、基本的なデータ（上流側水

位、河川流量、漏水量等）の確認・収集が重要 

○リスク管理のための頭首工の状態監視も重要 

○漏水箇所の状態を把握する必要があるので、天候や水位を見ながら

計画的に調査に入れるようにすべき 

○水みち等の拡大防止などのため、上流への影響を考慮しながら、止

水対策を徹底することが重要 

といった助言をいただいた。 

 

 第２回（令和４年６月 16 日）の目的  

委員の助言に基づき、収集・整理したデータ等を踏まえて、詳細な

調査、解析方法等について意見をいただく。 
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前
回

委
員
会

で
の
委
員

か
ら
の
意

見
と
対
応

方
針
 

 
項
目
 

委
員
の
主

な
意
見
 

対
応
方
針
（
案
）
 

水
み

ち
等

の
調
査
 

○
 
矢
板
が
横
断
方
向
全

体
に
入
っ
て
い
る
こ
と
、

止
水

機
能

を
果

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
上
流
エ
プ
ロ
ン
と
洪
水
吐

堰
体
の
間
が
空
い
て
い

る
と
、
浸
透
路
長
が
確
保

で
き
な
い
。
パ
イ
ピ
ン
グ
の
位
置
を
早
く
確
認
し

た
い
。
非
洪
水
期
に
十

分
な
調
査
を
行
う
べ
き
。

 
 〇
 
重
要
構
造
物
な
の
で

、
本
復
旧
は
し
っ
か
り
行

い
、
ま
た
同
じ
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ど
こ
に
空
洞
が
あ
る
の

か
を
し
っ
か
り
調
査
・

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
。

 
 

○
 
頭
首
工
の
鋼
矢
板
の
状
況
・
水
み
ち
位
置
・
岩
盤
位
置
の
把
握
、
上
下
流

水
位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
堰
上
下
流
の
水
理
計
算
及
び
既
存
デ
ー
タ
整
理
等
の

調
査
に
つ
い
て
、
出
水
期
・
非
出
水
期
及
び
流
入
・
流
出
口
の
水
位
状
況
に

応
じ
て
実
施
（
資
料
３
）
。

 
 

〇
 

水
位

低
下

時
に

調
査

に
入

れ
る

よ
う

準
備

を

計
画
的
に
行
う
と
と
も

に
、
流
入
量
を
減
ら
す
こ

と
も
重
要
。
ま
た
、
出
水
時
に
水
位
の
限
界
値
を

決
め

て
土

の
う

を
守

る
対

策
を

検
討

し
て

ほ
し

い
。

 

  

○
 
水
位
の
高
低
を
含
め
、
流
入
・
流
出
口
の
流
況
等
に
応
じ
て
実
施
す
べ
き
調

査
に
つ
い
て
整
理
（
資
料
３
）
。

 
○
 
応
急
対
策
と
し
て
、
矢
板
に
よ
り
締
切
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ

が
で
き
る
ま
で
は
土
の
う
に
よ
り
締
切
り
を
行
う
。
ま
た
、
土
の
う
を
守
る
た

め
、
洪
水
吐
５
門
及
び
土
砂
吐
２
門
の
操
作
に
よ
り
、
水
位
上
昇
を
抑
制
。

 



資
料
２

 

- 
2 

- 

水
み

ち
等

の
調
査
 

〇
 
水
位
差
が
大
き
く
な

る
と
、
パ
イ
ピ
ン
グ
も
大

き
く
な
る
た
め
、
事
故
発
生
時
の
水
位
よ
り
も
上

げ
た
く
は
な
い
。
洪
水
吐
堰
体
の
敷
高
よ
り
も
高

く
な
る
こ
と
も
よ
く
な

い
。
こ
の
た
め
、
上
下
流

の
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
必
要
。

 
 
 
ま
た
、
緊
急
対
策
時
は
ま
ず
漏
水
の
流
入
お
よ

び
流
出
口
を
確
認
す
る

、
応
急
対
策
は
矢
板
が
良

い
と
思
う
が
、
そ
の
時

に
は
岩
盤
を
確
認
す
る
、

恒
久

対
策

に
向

け
て

は
本

格
的

に
水

み
ち

を
調

べ
る
な
ど
、
各
段
階
で
の
優
先
順
位
を
整
理
し
て

調
査
す
る
こ
と
が
重
要

。
 

○
 
上
下
流
の
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
水
位
計
及
び
量
水
標
に
よ

り
実
施
中
。

 
 
 
ま
た
、
各
段
階
の
対
策
の
進
捗
状
況
を
含
め
、
流
入
・
流
出
口
の
流
況
等
に

応
じ
て
実
施
す
べ
き
調
査
に
つ
い
て
整
理
（
資
料
３
）
。

 

 

流
入

箇
所

の
対
策
 

〇
 

左
岸

側
の

仮
締

切
り

の
土

の
う

を
線

形
的

に

上
流
に
伸
ば
し
、
出
水
に
耐
え
ら
れ
る
形
に
す
る

こ
と
も
一
案
。

 

○
 
土
の
う
締
切
り
の
周
辺
に
矢
板
を
設
置
予
定
。

 

○
 

パ
イ

ピ
ン

グ
対

策
に

は
上

流
側

か
ら

水
を

止

め
る
こ
と
が
鉄
則
。

 
○
 
同
上

 

○
 
空
洞
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
状
態
に
し
な
い
と

調
査
で
き
な
い
の
で
、
二
重
矢
板
に
よ
る
締
切
り

が
有
効
。

 

○
 
止
水
状
況
を
み
つ
つ
、
追
加
対
策
の
要
否
を
検
討
。

 

○
 
締
切
り
は
重
要
。
し
っ
か
り
と
調
査
を
す
る
た

め
、
二
重
矢
板
な
ど
思

い
切
っ
た
対
策
が
必
要
。

一
方
、
出
水
期
な
の
で
、
洪
水
時
に
水
位
を
上
げ

す
ぎ
て
上
流
側
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
、
矢
板
は

一
定
の
高
さ
ま
で
と
し

、
そ
の
上
は
土
盛
り
と
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

。
 

○
 
応
急
対
策
の
矢
板
（
岩
着
）
は
洪
水
吐
堰
体
の
敷
高
ま
で
の
高
さ
と
し
、

そ
の
上
は
土
の
う
等
に
よ
り
締
め
切
る
こ
と
を
検
討
中
。
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調
査

方

法
・

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
 

〇
 
下
流
エ
プ
ロ
ン
に
は

確
実
に
空
洞
が
あ
り
、
そ

こ
で
水
流
の
流
れ
も
変

わ
る
た
め
、
流
れ
を
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

な
ど

し
て

リ
ス

ク
を

把
握

し
て

ほ
し
い
。

 

○
 
ド
ロ
ー
ン
及
び
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
よ
り
流
入
・
流
出
部
分
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
中
。
ま
た
、
下
流
エ
プ
ロ
ン
流
出
部
分
の
水
流
に
つ
い
て
は
、
応
急
対

策
に
よ
る
水
位
低
下
後
に
、
流
向
・
流
速
等
の
調
査
予
定
。

 

〇
 
河
川
管
理
者
と
も
連

携
し
て
、
上
流
側
水
位
や

河
川

流
量

な
ど

の
基

本
的

な
デ

ー
タ

を
整

理
す

る
こ
と
が
重
要
。

 

○
 
上
流
側
水
位
や
河
川
流
量
な
ど
の
基
本
的
な
デ
ー
タ
整
理
（
今
後
も
継
続
）
。
 

○
 

流
量

規
模

別
の

堰
上

下
流

の
水

面
形

を
計

算

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る

。
 

○
 
堰
上
下
流
の
水
理
計
算
を
実
施
中
。

 

〇
 

下
流

の
砂

礫
や

シ
ル

ト
の

堆
積

量
が

非
常

に

多
い
こ
と
に
驚
い
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
や

堆
積

土
砂

の
サ

ン
プ

リ
ン

グ
に

よ
り

ど
こ

か
ら

来
た
の
か
整
理
で
き
な

い
か
。

 

○
 
既
存
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
追
加
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
予
定
。
出
水
期
・
水
位
低
下
時
に
、
下
流
堆
積
土
砂
を
サ
ン
プ
リ
ン

グ
し
、
噴
出
土
の
土
質
（
性
状
）
調
査
を
実
施
。

 

〇
 
堰
の
変
状
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
い
う
点
で
は
、

状
態

変
化

に
よ

り
構

造
物

の
固

有
周

期
が

変
化

す
る
こ
と
か
ら
、
振
動
を
測
る
と
い
う
方
法
も
あ

る
。
ほ
か
に
も
３
Ｄ
レ
ー
ダ
ー
測
量
に
よ
り
、
護

床
工
の
沈
下
・
変
形
や
堆
積
土
な
ど
を
把
握
で
き

る
。

 

○
 
頭
首
工
の
レ
ベ
ル
測
量
、
傾
斜
・
振
動
計
測
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、

構
造
物
の
状
態
変
化
の
有
無
を
確
認
中
。

 
 
 
ま
た
、
出
水
期
・
水
位
低
下
時
に
３
Ｄ
レ
ー
ダ
ー
測
量
に
よ
り
、
護
床
工

や
堆
積
土
を
把
握
。

 

 


